
           

                       
 
 
                         
 
            

                          
 

 

 山奥の谷間で、きれいな花の入った花籠を真ん中にのせた筏
いかだ

が川を下ってき

たら、幻想的な美しさを感じることでしょう。このような連想をさせるのが、葉

状の部分の真ん中に花序（花の集まり）や花をつける『ハナイカダ』と『ナギイ

カダ』です。ハナイカダはごく普通の低い山で出会う植物であり、ナギイカダは

地中海地方原産の栽培植物です。 

  

 

 

 

 

 

ナギイカダ       ハナイカダ 

一般に、新しい芽は葉腋（ようえき）、すなわち葉が茎についているところの

すぐ上の部分に発生することが多く、このような芽を腋芽（えきが）といいます。

花芽も腋芽として生じることが多いのが普通です。 

 ハナイカダの葉状のものを下側から見ると普通葉（普通の緑色の葉）のつき方

をしています。しかし、ナギイカダでは薄くて細い燐片葉があり、これを「葉」

と考えるなら、葉状の部分は腋芽が発達して葉状になったものと考えることがで

きます。以上のことから、ハナイカダの葉状のものは確かに本当の葉であると考

えます。 

 植物学では、植物の体は基本的には根・茎・葉からなり、それぞれがさまざま

に変形することによって、さまざまな外部形態となっていると理解しようとしま

すが、ハナイカダとナギイカダの花のつき方もそのような問題のよい例です。 

しかし、異なった解釈が生まれることもありますから、難しい議論に発展するこ

ともあります。 

参考資料：森の木の１００不思議・インターネット他  

 

 

 

インターネットのサイト  

http://kizukai.pref.shizuoka.jp/  

にて、『こだわりやさん お宅訪問』 

のコーナーで島田市 Ｗ邸を紹介さ 

せて頂いております。このコーナー 

は県産材にこだわったお宅、店舗、 

施設を紹介しています。 

８月よりＷ邸が掲載されております 

ので是非ご覧になってみてください。 

 

 

 

親子でお友達を誘って来てくださった方、お孫さんと一緒に参加して下さった方

や、大人同士で木工教室に興味を持たれ参加してくださった女性の方など、みな

さん和やかな雰囲気の中、思い思いの作品を作られました。 

普段、触れる機会の少ない道具や材料を使用して家族で協力して作品を仕上げま

した。  ご参加くださった皆様ありがとうございました。 

                 

 

                     

 

 

http://www.e-house.co.jp/nagai/     ﾒｰﾙ kk-nagai@po2.across.or.jp     

  

 


